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葛く
ず
塚つ
か
遺
跡　

北
区
葛
塚

　

葛
塚
遺
跡
は
、
法ほ

っ

花け

鳥ど

屋や

遺
跡
（
一
〇
八
ペ
ー
ジ
）
や
椋

む
く
ろ
じＣ

遺
跡
（
一
一

〇
ペ
ー
ジ
）
と
同
じ
砂
丘
列
に
あ
り
、
旧
新に

井い

郷ご
う

川が
わ

の
自
然
堤
防
と
の
合
流

点
付
近
に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
一
帯
は
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
町
並
み

が
整
備
さ
れ
始
め
、
旧
豊
栄
市
内
で
は
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
市
街
化
し
た

地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
は
住
宅
地
に
な
っ
て
い
る
。

図193　遺跡の位置
５万分１地形図「新潟」

図194　出土土師器（壺）
　

葛
塚
遺
跡
は
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
畠
山
佑
二
氏
が
土
器
を
採
集
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
初
め
て
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、昭
和
二
十
七（
一
九
五
二
）

年
の
大
口
川
改
修
工
事
の
際
に
古
墳
時
代
の
土は

師じ

器き

や
滑
石
製
の
勾ま

が

玉た
ま

が
出
土
し
、
古
墳

時
代
前
期
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
と
九
年

に
は
豊
栄
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
し
た
が
、
古
く
か
ら
宅
地
と
し
て
繰
り
返
し
利

用
さ
れ
て
き
た
た
め
遺
構
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

　

出
土
遺
物
に
は
、
朱
が
塗
ら
れ
た
高た

か

坏つ
き

や
甕か

め

・
壺つ

ぼ

な
ど
の
大
量
の
土
器
の
ほ
か
、
勾
玉

や
管
玉
が
あ
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
人
物
と
考
え
ら
れ
る
絵
が
線
刻
で
描
か
れ

た
土
師
器
の
壺
で
あ
る
。
こ
の
壺
は
、
胴
部
の
上
半
部
だ
け
が
出
土
し
た
。
胴
部
最
大
直

径
が
約
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
胴
の
肩
の
部
分
全
周
に
線
刻
で
直
弧
文
や
鋸
歯
文
が
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施
さ
れ
、
朱
で
赤
彩
さ
れ
た
祭さ

い

祀し

色
の
強
い
壺
で
あ
る
。
そ
の
文
様
帯
の
中
に
一
体
の
人
物
が
あ
る
。

　

人
物
（
図
一
九
五
）
は
、
頭
が
嘴

く
ち
ば
しの
長
い
鳥
の
よ
う
に
見
え
、
左
手
を
腰
に
あ
て
、
右
手
を
頭
上
に
上
げ
て

い
る
。
腰
を
ひ
ね
り
、
腰
の
ベ
ル
ト
の
下
が
ス
カ
ー
ト
状
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
物
は

裳も

を
着
て
、
鳥
に
仮
装
し
た
巫み

女こ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
土
器
は
全
体
の
三
分
の
一
程
度
し
か
残
っ
て
い
な
い

た
め
、
作
ら
れ
た
時
代
の
推
測
が
難
し
い
が
、
厚
く
塗
ら
れ
た
朱
や
線
で
模
様
を
描
く
技
法
、
一
緒
に
出
土
し

た
土
器
の
様
相
な
ど
か
ら
一
七
〇
〇
年
前
ご
ろ
の
土
器
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
裳
を
ま
と
っ
た
人
物
の
絵
と
し

図195　壺の線刻画　上,人物部分　下,解
釈図　下は実物大

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
日
本
最
古

の
可
能
性
が
あ
り
、
古
墳
時
代

の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
服
装
を

し
て
い
た
の
か
を
考
え
る
上
で

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

線
刻
画
の
土
器
は
平
成
十
四

年
、「
朱
塗
り
線
刻
人
物
画
土

器
」
の
名
で
豊
栄
市
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
新
潟
市
の
文
化

財
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。


